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(57)【要約】
　ガス燃焼機構により動力が供給される携帯動力工具を
開示する。同ガス燃焼機構は、第１のピストン（４）及
び空気取入れバルブ（６）を有する第１の点火筒（２）
を備える。点火筒（２）は第２のピストン（１４）を備
える第２の搬送筒（１２）と連通する燃焼室（１０）と
移送バルブ（８）を介して連通する。使用時に、第１の
ピストン（４）は空気を圧縮して、移送バルブ（８）を
介して圧縮された空気を燃焼室（１０）に移送するよう
に設けられる。燃焼室（１０）は点火筒（２）から圧縮
された空気を受承し、燃料供給口（１６）から燃料ガス
を受承するように設けられる。同室内において空気及び
燃料ガスは混合されて、空気及びガスの混合体を形成す
る。燃焼室（１０）は、同燃焼室内において空気及び燃
料の混合体を点火し、第２のピストン（１４）を駆動し
て容易に工具を操作できるようにも設けられる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
第１のピストン及び空気取入れバルブを有する第１の点火筒と、同点火筒は第２のピスト
ンを備える第２の搬送筒と連通する燃焼室と移送バルブを介して連通するガス燃焼機構を
備える携帯動力工具であって、同携帯動力工具は、ガス燃焼機構により動力が供給される
ことと、使用時に、第１のピストンは空気を圧縮して、移送バルブを介して圧縮された空
気を燃焼室に移送するように設けられることと、燃焼室は点火筒から圧縮された空気を受
承し、燃料供給口から燃料ガスを受承し、同室内において空気及び燃料ガスを混合して、
空気及びガスの混合体を形成するように設けられることと、燃焼室及び第２の搬送筒は、
燃焼室内において空気及び燃料の混合体を点火し、第２のピストンを駆動して容易に工具
を操作できるように設けられることとを特徴とする携帯動力工具。
【請求項２】
前記第１のピストンは、圧縮された空気が第２の燃焼室に移送されるに先立って１サイク
ル以上の間駆動されることを特徴とする請求項１に記載の携帯動力工具。
【請求項３】
圧縮された空気及び燃料のそれぞれが、第２のピストンに付与される動作の特定の動力又
は時間の性質に最適化される規定の時間に圧縮された室内に案内されることを特徴とする
請求項１に記載の携帯動力工具。
【請求項４】
前記燃料及び圧縮された空気は、前記燃焼室に同時に供給されることを特徴とする請求項
３に記載の携帯動力工具。
【請求項５】
前記燃料供給口は、燃料噴射口から構成されることと、同噴射口は、動力工具の作動サイ
クルを少なくとも一度駆動するように設けられることとを特徴とする請求項１に記載の携
帯動力工具。
【請求項６】
前記燃料噴射口は、空気及び燃料の混合を促進するように噴射した燃料が容易に霧化する
ような形状に形成されていることを特徴とする請求項５に記載の携帯動力工具。
【請求項７】
前記第１のピストンは、燃焼室内が少なくとも０．３バール（約３０ｋＰａ）になるよう
な圧力を付与する程度まで空気を圧縮するように設けられることを特徴とする請求項１に
記載の携帯動力工具。
【請求項８】
前記第１のピストンは、機械的に、或いは電磁的に駆動されることを特徴とする請求項１
に記載の携帯電源具。
【請求項９】
前記燃焼室は、前記第２の搬送筒から空間的に分離されていることを特徴とする請求項１
に記載の携帯電源具。
【請求項１０】
前記燃料供給口は、電磁的な、或いは機械的な駆動により開閉するバルブを備えることを
特徴とする請求項１に記載の携帯動力工具。
【請求項１１】
前記第１のピストンは、加圧された空気を収容する内部受領器を有することを特徴とする
請求項１に記載の携帯電源具。
【請求項１２】
半可撓性の口部を有する封止リングが第２のピストンの周囲に設けられることを特徴とす
る請求項１に記載の携帯動力工具。
【請求項１３】
混合ファンが燃焼室の内部に回転自在に取り付けられることを特徴とする請求項１に記載
の携帯動力工具。
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【請求項１４】
外付けのモータが電磁結合を介して混合ファンを駆動することを特徴とする請求項１３に
記載の携帯動力工具。
【請求項１５】
前記燃焼室は、同燃焼室と排気プレナムとを連通させる板弁が開くと排気されることを特
徴とする請求項１に記載の携帯動力工具。
【請求項１６】
第１の位置及び第２の位置の間を移動自在な機構は第２の位置と係合するラッチ手段を備
えることと、同機構が第１の位置からラッチ手段が係合した第２の位置に移動すると、空
気及び燃料ガス混合体が第２のピストンにより更に圧縮されることと、空気及び燃料の混
合体の点火による下方への動力はラッチ手段を乗り越え第２のピストンを駆動することを
特徴とする請求項１に記載の携帯動力工具。
【請求項１７】
緩衝器が第２の搬送筒の底部近傍に設けられることと、同緩衝器は移動の際の底部におい
て第２のピストンにより圧縮されるように配置されることと、続いて緩衝器は復元され、
第２のピストンを強制的に第２の搬送筒上に戻すように更に配置されることを特徴とする
請求項１に記載の携帯動力工具。
【請求項１８】
緩衝器の内部は、緩衝器が圧縮される場合に、排出バルブを介して移送路を通過させて圧
縮された空気を第１の点火筒に移送するように設けられた室を形成することを特徴とする
請求項１７に記載の携帯動力工具。
【請求項１９】
前記工具は、１つ以上の空気及び燃料のうち少なくともいずれか一方の取入れバルブを備
えることを特徴とする請求項１に記載の携帯動力工具。
【請求項２０】
前記工具は留め具打込手段を備えることと、同手段は、留め具が通過して発射されるノー
ズと、留め具を同ノーズに案内する装填手段とを備えることと、第２のピストンの作動に
より、ノーズから留め具が推進されるように配置されることとを特徴とする請求項１に記
載の携帯動力工具。
【請求項２１】
前記留め具打込手段は、釘止めガンであることを特徴とする請求項１９に記載の携帯電源
具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内燃式の携帯動力工具に関する。本発明は、特に、釘打ちガンの形態におけ
る内燃式の留め具打込工具に関する。
【背景技術】
【０００２】
　内部における燃焼を動力源として使用する携帯動力工具が周知である。特に、例えば釘
のような留め具を作業片や基板内に打ち込む留め具打込工具が周知である。工具は、燃焼
室内において燃料及び空気の混合体を点火し、強制的にピストンを駆動して工具から留め
具を射出する。従来技術による工具の効果は、燃料及び空気の混合体の完全な量の早期の
点火の能率により大きく制限される。点火される燃料の量が不十分である場合には、装置
は、留め具に好適な動力を伝えることができない。工具の出力する動力が信頼できるもの
ではない場合には、留め具は、打ち込みの深さが不十分なものとなるか、固定が不十分な
ものとなる。過去における従来技術による装置においては、工具を大型化したり、燃料の
量を増加して浪費したりしてこれらの課題を解決しようとしてきた。
【０００３】
　このような従来技術の装置の例は、特許文献１に開示され、その全体がここで開示され
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たものとする。
【特許文献１】国際公開２００５／０６３４４９号パンフレット
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明は、工具を大型化したり、燃料の量を増加して浪費したりすることなく、好適な
動力を出力することができる携帯動力工具を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　従来技術の短所に対して、本発明は、携帯動力工具、及び留め具打込工具を提供するも
のとする。これにより、従来技術の短所の少なくとも１つを緩和又は解決する。或いは、
有効な代替物を提供する。
【０００６】
　本発明の側面において、ガス燃焼機構により動力が供給される携帯動力工具を開示する
。同ガス燃焼機構は、第１のピストン及び空気取入れバルブを有する第１の点火筒を備え
る。点火筒は第２のピストンを備える第２の搬送筒と連通する燃焼室と移送バルブを介し
て連通する。使用時に、第１のピストンは空気を圧縮して、移送バルブを介して圧縮され
た空気を燃焼室に移送するように設けられる。燃焼室は点火筒から圧縮された空気を受承
し、燃料供給口から燃料ガスを受承して、同室内において空気及び燃料ガスは混合されて
、空気及びガスの混合体を形成するように設けられる。燃焼室及び第２の搬送筒は、燃焼
室内において空気及び燃料の混合体を点火し、第２のピストンを駆動して容易に工具を操
作できるように設けられる。
【０００７】
　好適には、第１のピストンは、圧縮された空気が燃焼室に移送されるに先立って１サイ
クル以上の間駆動される。
　好適には、圧縮された空気及び燃料のそれぞれが、第２のピストンに付与される動作の
特定の動力又は時間の性質に最適化される規定の時間に圧縮された燃焼室内に案内される
。
【０００８】
　好適には、燃料及び圧縮された空気は、燃焼室に同時に供給される。
　好適には、燃料供給口は、燃料噴射口から構成され、同噴射口は、動力工具の作動サイ
クルを少なくとも一度駆動するように設けられる。
【０００９】
　好適には、燃料噴射口は、空気及び燃料の混合を促進するように噴射した燃料が容易に
霧化するような形状に形成されている。
　好適には、第１のピストンは、燃焼室内が少なくとも０．３バール（約３０ｋＰａ）に
なるような圧力を付与する程度まで空気を圧縮するように設けられる。
【００１０】
　好適には、第１のピストンは、機械的に、或いは電磁的に駆動される。
　好適には、燃料供給口は、電磁的な、或いは機械的な駆動により開閉するバルブを備え
る。
【００１１】
　好適には、第１のピストンは、加圧された空気を収容する内部受領器を有する。
　好適には、半可撓性の口部を有する封止リングが第２のピストンの周囲に設けられる。
好適には、混合ファンが燃焼室の内部に回転自在に取り付けられる。
【００１２】
　好適には、外付けのモータが電磁結合を介して混合ファンを駆動する。
　好適には、燃焼室は、同燃焼室と排気プレナムとを連通させる板弁が開くと排気される
。
【００１３】
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　好適には、第１の位置及び第２の位置の間を移動自在な機構は、第２の位置と係合する
ラッチ手段を備える。機構が第１の位置からラッチ手段が係合した第２の位置に移動する
と、空気及び燃料ガス混合体が第２のピストンにより更に圧縮される。空気及び燃料の混
合体の点火による動力は、ラッチ手段を乗り越え第２のピストンを駆動する。
【００１４】
　好適には、緩衝器が第２の搬送筒の底部近傍に設けられ。緩衝器は移動の際の底部にお
いて第２のピストンにより圧縮されるように配置される。続いて緩衝器は復元され、第２
のピストンを強制的に第２の搬送筒上に戻すように更に配置される。
【００１５】
　好適には、緩衝器の内部は、緩衝器が圧縮される場合に、排出バルブを介して移送路を
通過させて圧縮された空気を第１の点火筒に移送するように設けられた室を形成する。
　好適には、燃焼室は、第２の搬送筒から空間的に分離されている。
【００１６】
　好適には、工具は、１つ以上の空気及び燃料のうち少なくともいずれか一方の取入れバ
ルブを備える。
　工具は留め具打込手段を備える。同手段は、留め具が通過して発射されるノーズと、留
め具を同ノーズに案内する装填手段とを備える。第２のピストンの作動により、ノーズか
ら留め具が推進されるように配置される。
【００１７】
　好適には、留め具打込手段は、釘止めガンである。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１８】
　本出願は、国際公開第２００５／０６３４４９号パンフレットに関し、その全体がここ
で開示されたものとする。
　本発明は、釘止めガンの形態における動力の駆動による携帯工具を提供する。釘を推進
させることに要する動力の少なくとも一部は、ガス燃焼機構により提供される。
【００１９】
　工具の操作の詳細な説明のほとんどは、国際公開第２００５／０６３４４９号パンフレ
ットにおいて、既に開示されている。図１及び２にも示すように、本発明のガス燃焼機構
は、第１のピストン４及び空気取入れバルブ６を有する第１の点火筒２を備える。点火筒
２は、第２のピストン１４を有する第２の搬送筒１２に連結される燃焼室１０と移送バル
ブ８を介して連通する。本実施例において、燃焼室は搬送筒から空間的に分離されている
ものの、同燃焼室は筒の一部を占有もするものといえる。
【００２０】
　移送バルブ８からの加圧された空気は、空気注入口１５を介して燃焼室１０に進入する
。燃焼室１０は、燃料供給口１６を介して燃料を供給されもする。供給口は、例えば、燃
料供給バルブのような、様々な形態及び形状を取り得る。しかしながら、図１に示す実施
例においては、口は燃料噴射口１８を備える。シール２０により容易に燃料噴射口１８を
組み立てることができる。
【００２１】
　図１に示す本発明の第１の実施例において、燃料噴射口１６は、空気注入口１５に隣接
して配置される。従って、燃料及び空気は、極めて近接して燃焼室に進入する。しかしな
がら、図２に示す第２の実施例において、燃料は、充填する空気が供給される位置とは別
の位置に射出される。燃料及び空気は、特定の設計及び必要な性能により別の角度で案内
されてもよい。空気及び燃料のうち少なくともいずれか一方を案内する１つ以上の注入口
を設けてもよい。
【００２２】
　燃焼室１０は、移送バルブからの圧縮された空気を受承するように設けられ、これによ
り、燃料噴射口から得られる燃料ガスと容易に混合できる。混合は、加圧された空気及び
燃料が共通の入口に進入することにより単純に発生する。モータ組立体２４により駆動さ
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空気及び燃料の混合を促進するように、噴射された燃料の霧化を促すような形状に形成さ
れてもよい。
【００２３】
　図１及び２のそれぞれに示す実施例の、より詳細な説明において、第１のピストン４は
、クランク及びモータ（図示しない）によって操作され、筒２内において、往復運動する
。ピストン４が下方に移動すると、空気は、空気取入れバルブ６を介して案内される。ピ
ストン４が上方に移動すると、取入れバルブ６が閉じて移送バルブ８が開き、これにより
、加圧された空気が空気注入口１５に供給される。高圧において、第１のピストン４は、
加圧された空気が燃焼室１０内に移送されるに先立って、１サイクル以上に駆動されても
よいものといえる。エネルギーの出力を高めるには、燃焼室１０は、例えば、０．３バー
ル（約３０ｋＰａ）以上の圧力になるように充填されなければならない。
【００２４】
　充填する空気が空気注入口１５を通過すると、燃料が燃料噴射口１８を介して空気流路
内に噴射される。また、燃焼室の空気及び燃料の混合体による充填作業の間にわたって間
隔を置いて１回以上の燃料の適用が可能である。
【００２５】
　好適な実施例において、空気及び燃料は、同時に燃料室内に案内されるが、燃焼におけ
る補充による充填の周期において、順番に、或いは段階的に噴射されてもよい。更に、燃
焼段階において、或いは、燃焼室内における燃料の燃焼の８０％乃至９０％が完了した時
点において、追加の燃料、或いは燃料及び充填する空気を燃焼室内に噴射して、エネルギ
ー出力を高めるか、エネルギー出力時間を延ばしてもよい。
【００２６】
　上述した燃焼機構は、特定の動力工具において好適に使用される。発明の好適な実施例
において、燃焼室１０は、空気及び燃料の混合体が内部において点火されて、第２のピス
トンを駆動して、釘の形態における留め具を推進するように設けられる。本発明を具体化
した釘止めガンの操作の詳細な説明は、国際公開第２００５／０６３４４９号パンフレッ
トにおいて開示される。
【００２７】
　釘止めガンを参照して本発明の実施例を上述したが、本発明は、物体が推進されるいか
なる適用においても使用可能であるが、これらに限定されるものではない。釘止めの推進
工具に直接関係するわけではないが、この燃焼技術に関係するものも構想可能である。こ
のような適用には、例えば、コンクリート用のドリル等が含まれる。
【００２８】
　ここで使用される用語「構成、備える」（及びその文法的な別の用法）は、「有する」
や「含む」のような包含的な意味であり、「～によってのみ構成される」という限定的な
意味で使用されるものではない。
【図面の簡単な説明】
【００２９】
【図１】本発明の第１の実施例における動力により駆動された携帯工具を示す断面図。
【図２】本発明の第２の実施例における携帯動力工具を示す断面図。
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